
長岡京跡左京第524次調査現地説明会資料 
平成20年 2月２３日（土） 

所在地 向日市鶏冠井町石橋 22ほか 

推定地 二条条間南小路・東三坊坊間西小路、鶏冠井遺跡 

調査期間 平成 20年１月２１日～2月 29日（予定） 

調査面積 205㎡ 

調査所管・主体 向日市教育委員会・財団法人向日市埋蔵文化財センター（担当：國下 多美樹） 

  

１ はじめに 

 今回の発掘調査は、長岡京跡の道路遺構（条坊）を確認することを主目的に、遺跡範

囲確認調査として実施しました。調査地は、二条条間南小路という東西路と東三坊坊間

西小路という南北路が推定されます。そこで、それぞれの道路遺構が推定される場所に

二つの調査区（第１・２トレンチ）を設け発掘を行いました。 

  

２ 発見された遺構と遺物 

 ２つの調査区で、地表下約１．８ｍまで掘り下げたところ、長岡京期の溝を確認しま

した。その位置、規模から二条条間南小路、東三坊坊間西小路の道路側溝および町内溝

と推定されます。 

〔二条条間南小路南北両側溝４・５〕 第２トレンチで確認した東西溝です。北側

溝が溝５、南側溝が溝４に相当します。幅 1.2ｍ、深さ 0.15～0.30ｍです。両側溝

にはさまれた部分が道路です。側溝心々間で約９ｍ（当時の尺で約30尺）ありました。 

〔東三坊坊間西小路両側溝８・９〕 第１トレンチで確認した南北溝です。溝８が

西側溝、溝９が東側溝に相当します。幅1.2ｍ、深さ0.2ｍです。道路の規模は側溝心々

間で９ｍ（約30尺）ありました。 

〔町内溝３・10〕 道路に面する宅地（六町）の溝です。第１トレンチの溝10は、

幅0.6ｍ、深さ0.15ｍと小規模で、東側溝との間が１ｍほどしかありません。簡易な

柵等の施設で区画されていたと推定されます。一方、第２トレンチの溝３は幅1.0ｍと

比較的規模が大きく、北側溝５との間が３ｍもあるので、この場所に築地（土塀）があ

ったと推定されます。 

出土遺物は少量ですが、縄文土器（晩期の深鉢）、弥生時代石器（石鏃）、長岡京の土

器、種子（ウリ）が出土しました。 

 

３ まとめ 

今回の調査では、予想された位置で二つの道路跡を確認でき、長岡京の都市計画であ

る条坊制復原の基礎資料になりました。二条条間南小路は、すでに６箇所の調査例、ま

た東三坊坊間西小路は、10箇所の調査例があります。今回確認した道路の規模は、小

路級（30尺）であり、これまでの成果と一致します。また、道路跡に面する二条三坊

六町の南辺は築地、西辺は柵で区画されていたことも推定できました。六町は、左京第

341 次調査（現トイザラス）で掘立柱建物、井戸が確認され、一町以上の規模を有す

る邸宅の可能性が指摘されています。今回の成果は、邸宅の規模や周囲の景観を復原す

る資料になるでしょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲長岡京の条坊図と発掘地点 

 長岡京跡は、1900 回近い

発掘調査によって、東西 3.4

ｋｍ、南北 4.3ｋｍの大きさを

もつ都であったことが明らか

になっています。宮域は皇居

と官庁街、左・右京は離宮、

邸宅、寺院、市が置かれ、碁

盤目状に道路が造られていま

した。道路は、朱雀大路（54

ｍ）、二条大路（40ｍ）、一般

大路（24ｍ）、一般小路（９

ｍ）の４種があり、計画的に

造営されています。 
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